


































者である株主が企業の経営を経営者に委任して所有と経営が分離した結果（Berle & Means, 
1932）、情報の非対称性（Akerlof, 1970）を原因として、経営者が株主の利益を犠牲にして
自らの利益を図るプリンシパル・エージェント問題が発生する。こうした利己的な経営者を
統治する仕組みとしてコーポレートガバナンスが行われるのである（Jensen & Meckling, 












セスできる存在として扱うのがリソースディペンデンス理論である（Pfeffer & Salancik, 
1978; Pfeffer, 1987）。
　エージェンシー理論は利己的な経営者を統治するためにガバナンスの関係主体（以下、主
体）が経営者から独立していることを重視したのに対して（Dalton et al, 2007）、リソース
ディペンデンス理論によれば、外部出身の経営者は企業外のリソースにアクセスできること
から環境の変化による不確実性に対応できる存在であり、内部出身の経営者は企業内のリ





















































Evan, 1990; Donaldson & Preston, 1995）





ムにおいて暗黙で無制限の契約構造を持ち取引の調整や適応が行われる（Snow et al, 1992; 




























































































に支持されている（Rusbult et al, 1982）。経営学の分野では、EVLN モデルを会社へ不満
を持つ労働者に対するモデルとして応用している。この研究において「無視（Neglect）」は



























る。市場を通じた経営者を統治する仕組みである「会社支配権市場（market for corporate 
























approach）」（Jensen & Meckling, 1976; Fama, 1980; Fama & Jensen, 1983a, 1983b; Mizruchi, 
























& Jensen, 1983b; Jensen & Meckling, 1976; Dalton et al, 2007）は、この 3 つの要素では説




















































て凸の曲線 Utilityx  f（Qx, px）として表される。








報、企業への忠誠などの要因 Lx を反映する。したがって、主体が企業を回復する程度 Qx と
回復することができると想定する確率 p̂x、想定する確率に影響を与える要素 Lx に関する、




無差別曲線と影響力曲線の交点となる均衡点 maxUtilityx  f（Qx*, px*）が示される。図表 4 は
例えば、社外取締役のように対象である経営者に対して大きな影響力を持つ主体における均
衡点 Voice（QV*, pV*）を示している。主体である社外取締役は発言により問題を回復する影響
















































衡点 Silence（QSi*, pSi*）は、合理的な退出水準である QE 点を通る無差別曲線と発言をしない


















このケースにおける均衡点 Stagnation（QSt*, pSt*）は、合理的な退出水準である QE 点を通る無
差別曲線と退出による費用（Incentive のマイナスとして表現する）を合計した QSt 
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